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 これまでに、卵巣摘除による閉経後骨粗鬆症モデルマウスや（J Bone Miner Metab, 2014、
J Musculoskelet Neuronal interact, 2016、J Orthop Res, 2016）、尾部懸垂による後肢非荷重骨粗
鬆症モデルマウス（J Orthop Res, 2016、Bone, 2018）を用いて、骨代謝亢進状態では四肢の
疼痛が誘発されることを報告した。その機序として、骨代謝亢進状態では骨組織内の酸性
環境の形成（H+の発現増加）（J Bone Miner Metab, 2014）や疼痛関連分子（IL-1、-6、TNF-











研究方法   




化を測定した。また、疼痛関連分子として血中 ATP 値の変化を測定した。疼痛行動評価は von 
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Soft tissue injury in the limbs increased regional bone turnover 
軟部組織損傷は四肢の骨代謝回転を亢進する 
 
結果の要旨 
 本研究では、軟部組織損傷が骨代謝へ与える影響についてモデルマウスを作製し検討
した。その結果、大腿皮膚切開モデルマウスでは局所性の骨代謝亢進を認め、疼痛行動が
増強した。骨粗鬆症治療薬は骨代謝を抑制し、疼痛行動を改善させたが改善は部分的であ
った。一方、非ステロイド性抗炎症薬は骨代謝へ影響せず、疼痛行動を改善させたが改善
は部分的だった。骨粗鬆症治療薬と非ステロイド性抗炎症薬を同時投与することで、疼痛
行動は対照群と同程度まで改善した。本結果を踏まえ、軟部組織損傷後に生じる疼痛には
軟部組織損傷自体の疼痛と骨代謝亢進によるものの異なる 2 つの機序が存在する可能性が
示唆された。また臨床展望として、四肢軟部組織損傷後、骨粗鬆症治療薬が局所性骨粗鬆
化を伴う難治性疼痛疾患の発症予防に有効である可能性が考えられた。 
 
 
 
